
No 内　　　　容

1 本年度の組織目標を意識して，教育活動を実践している。

2 校舎間，教師間で連携協力して教育活動を進めている。

3
業務の効率化や時間の使い方の柔軟化により，めりはりの
ある働き方を実践している。

4
飲酒・体罰・個人情報漏えいの防止等，学校コンプライアン
ス推進に努めている。

5
義務教育学校として，全学年が活動する行事を工夫してい
る。

6
教科担任制により，関心意欲を高め，学力向上に努めてい
る。

7
個に応じた指導に配慮し，分かりやすい授業を実践してい
る。

8
ＩＣＴの活用等を通し，児童生徒の主体的・対話的な学びに
努めている。

9
毎時間の授業で，個々の児童生徒の理解度を確認し適切
な評価をしている。

10
家庭学習の手引きや学びのプログラムを活用し，家庭学習
の課題を与えている。

11
キャリア教育資料を活用し，児童生徒のよさを伸ばし生かす
指導をしている。

12
「あいさつのレベル」を活用して元気な挨拶ができるよう指導
している。

13 異学年交流の活動を工夫している。

14
児童・生徒同士がよさを認め合い，自己肯定感の高揚に努
めている。

15 いじめの未然防止，早期発見，早期対応に努めている。

16 「考え議論する道徳」の指導に努めている。

17
児童生徒の相談や悩みに適切に対応し，生徒理解に努め
ている。

18
日頃から，健康や安全を児童生徒自ら確保できるようになる
ための指導を意図的にしている。

19 食育の重要性を意識し，適切な指導を行っている。

20
体育的学校行事や体育の授業，部活動を通して，体力の向
上を図っている。

21
言葉遣いや礼儀，集団でのルール・マナーなどについて指
導している。

22
「笠間志学」を通して郷土を愛する児童生徒を育てて
いる。

23
学校の取り組みや児童生徒の様子を保護者や地域に積極
的に伝えている。

24
保護者や地域の力を学校教育に活かしたり，学校から地域
に学習の場を提供したりしている。

25
必要に応じ保護者や地域と連絡をとりあったり，相談したりし
て，学校づくりを進めている。

・№1では、全職員が組織目標を意識している。さらに「児童一人一人のよさを認め伸ばし、自尊感情を育てる。」活動をしていきたい。
・№3にある「業務の効率化、働き方改革」については、在校時間を見ると学校評価の結果とは離れていることが分かる。勤務時間を短くすることで得られること
が、一人一人の健康や家庭生活、最終的には子供たちへ還元されますので、工夫していきましょう。
・№4の「学校コンプライアンス」について多くの教職員の意識の高さが伺える。今後も意識を高くもち、コンプライアンスを推進していきたい。
・№12「あいさつの指導」であるが、指導だけでなく、子供自身からあいさつができるように特別活動等を活用して変容させたい。
・新型コロナウイルス感染症拡散防止のための学校の新しい生活習慣等もあり、低い項目も多数あるが、全職員が同じ方向を向いて指導に当たりたい。
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